
ドメスティック・バイオレンスの実態・・・
　　　　　　　　　　　　 暴力は繰り返します。

様々な暴力のカタチ 相談窓口案内
*秘密は厳守します。相談は無料です。

さいたま市 男女共同参画課
TEL 048-643-5816　FAX 048-643-5801

E-mail:danjo-kyodo-sankakuka@city.saitama.lg.jp
〒330-0854　さいたま市大宮区桜木町1-10-18

シーノ大宮センタープラザ3階

　一口にDVと言っても
様々な形態があり、以下の
ような形態の暴力は単独で
起きることもありますが、
多くは何種類かの暴力が
重なって起こっています。
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また、あなたのまわりにDVを受けている人がいたら
そっとこのリーフレットを渡してあげてください。

 身体的暴力 >>>
▶なぐったり、けったりする
▶物をなげつける
▶髪をひっぱる
▶首をしめる
▶包丁などの刃物を体に
　つきつける
▶タバコの火を押し
　付ける

 

経済的暴力>>>
▶生活費を渡さない

▶「誰のおかげで食える
　　んだ」と言う
▶外で働くなと言ったり
　　仕事をやめさせたりする

  精神的暴力 >>>
▶大声でどなる
▶何を言っても無視する
▶人前でバカにしたり、ののしったりする
▶大切にしているものを壊したり捨てたりする
▶外出を制限したり、行動を細かく監視する

▶電話やメールを無断でチェックする

 性的暴力 >>>
▶嫌がっているのに性行為を強要する
▶意に反する性行為を強要する
▶見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌
　を見せる
▶中絶を強要する

▶避妊に協力しない

▶ 男女共同参画相談室  >> 048-711-6650
　（子ども家庭総合センター内）
　　　月～金曜日　10:00～20:00   土日祝　10:00～16:00
　　　年末年始は除く

▶ 浦和区役所（女性の相談室） >> 048-829-6129
　　　月・火・水・金曜日 10:00～17:00

▶ 中央区役所（女性の相談室） >> 048-840-6132
　　　火・金曜日 10:00～17:00

▶ 岩槻区役所（女性の相談室） >> 048-790-0158
　　　月・水曜日 10:00～17:00
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>>

浦 和 警 察 署
浦和西警察署
大宮東警察署
岩 槻 警 察 署

048-825-0110
048-854-0110
048-682-0110
048-757-0110

さいたま市の女性相談

その他の機関の相談 >>>

休日・夜間のDVに関する相談は、
最寄りの警察署へ～24時間対応～

女性の悩み電話相談 >>
（自分のこと、家庭のこと、職場のこと、DVなど）

▶
▶
▶

浦和東警察署
大 宮 警 察 署
大宮西警察署

>>
>>
>>

048-712-0110
048-650-0110
048-625-0110

ドメスティック・バイオレンス（DV）に関する相談 >>
▶ >>さいたま市DV相談センター
（配偶者暴力相談支援センター）

048-762-3880

月～金曜日　10:00～17:00

18才未満の子どもの養育・虐待・非行などの相談 >>>
▶ >>さ い た ま 市 児 童 相 談 所 048-711-2416

月～金曜日　 8:30～18:00

精神保健福祉（医療機関紹介・依存症）に関する相談 >>>
▶ >>さいたま市こころの健康センター 048-762-8548

月～金曜日　 9:00～17:00

平成30年4月現在このリーフレットは5,000部作成し、1部当たりの印刷経費は43円です。

ドメスティック
バイオレンス とは?

ドメスティック・バイオレンス
（Domestic Violence=DV）

とは、配偶者や恋人など親密な関係
にある（あった）者からふるわれる暴
力のことであり、被害者の多くは女性
です。
　DVは、女性の尊厳を奪い、生きる
力を弱める、　　　　　　　であり、
どんな場合も許されません。

DVには、一定のサイクルがあり、暴力と
やさしさが繰り返し現れるといわれて
います。
しかし、暴力がなくなることはめずらしく、
次第にエスカレートしていきます。

人権侵害

暴力を受けているあなたが
悪いのではありません。

ひとりで悩まないで! !

ハネムーン期
加害者 ▶やさしくなる

▶プレゼントなどをあげる
▶絶対にもうしないと約束する
▶相手の同情心に働きかける
▶別れないで一緒にいようという

被害者 ▶夫・パートナーが変わるのでは
ないかという期待を抱き、夫・
パートナーの約束を信じたいと
思う

緊張の蓄積期
加害者 ▶イライラして小ごとを言ったり

　軽い爆発を起こす
▶言葉が荒くなり、女性に暴力を
ふるう

被害者 ▶夫・パートナーの爆発気配を感じ、それ
を防ぐために相手を刺激しないように
言動に気をつけるようになる

▶夫・パートナーの暴力は自分のせい　
だと考えようとする

暴力の爆発期

加害者 ▶怒りのコントロールができなくなる
▶相手が重度の外傷を負うような暴力
をふるう場合もある

被害者 ▶重度の外傷を負わされる場合もある
▶夫・パートナーに緊張と恐怖を感じ、
無力感を持つ

（アメリカの心理学者レノア・E・ウォーカーは、多くのDVを経験した女性に
 接した経験から、このサイクルを発見しました。）

すべての人にあてはまるわけではありません。サイクルの個々の
長さは人によって異なり、3つの場面が全てあるとは限りません。

＃800625　リーフ表面


